
1 決算の概況 (2) 外来

ア 市立病院の外来患者数は前年度比10人の増加に止まり、収益は前年度比700万円の減収となった。
(1) 令和７年度の総収支は3億9,200万円の赤字となった。圏域内の入院患者の受入調整など経営改革プラン イ 牡鹿病院の外来患者数は前年度比622人と大幅に減少し、収益についても1,500万円減収となった。

に位置付けた取り組み等を実践し、入院収益や人間ドック・健康診断等収益の増収により、医業収益は ウ 全体としては患者数、収益、診療単価全てにおいて前年度に比べ減少となった。
1,100万円増加した。

(2) 経常収支は4億5,700万円の赤字となった。赤字の主な要因としては、人事院勧告に基づく職員給与費の
増加や委託料など経費の高騰によるところが大きい。

(3) 医業収益は増加したが、医業収支及び医業収支比率の改善には至っておらず、更なる経営改善が不可欠
な状況にある。

（単位：百万円・税抜き）

主な増減要因

※正しくは、総収支「△392」であるが、
端数処理の関係により「△393」と表記

2 収益の状況

(1) 入院
ア 市立病院では、経営改善に係る各種取組やベットコントロール等に注力した結果、安定した病床利用

率を確保し3,100万円の収益増となった。
イ 牡鹿病院では、患者数、病床利用率が大幅に減少し、1,800万円の収益減となった。
ウ 全体では患者数、病床利用率は前年度を下回ったものの、収益では1,300万円の収益増となった。
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3 費用の状況 6 　 貸借対照表

(1) 医業費用全体では、給与費や経費の増加が影響し、8,600万円の増加となった。 （単位：百万円）

(2) 給与費は、人事院勧告に基づく給与改定の影響が大きく、9,000万円の増加となった。 主な増減要因
(3) 経費については、物価高騰、人件費上昇に伴う委託料の高騰が影響し3,400万円増加となった。 減価償却に伴う減

（単位：百万円・税抜き） 収益以上に費用が増加
主な増減要因

牡鹿病院から市立病院に運転資金を貸付

一時借入による皆増

過年度レセプト返戻による増

市立病院が牡鹿病院から運転資金を借用
減価償却費に係る長期前受金戻入による減少

4 　資本的収支の状況

(1) 市立病院では開院９年目となり開院時に購入した医療機器の更新時期が重なっている状況にあるが、軽修 ※正しくは、対前年度比「△392」であるが、
繕等対応とする延命措置により費用の抑制を図った。 端数処理の関係により「△393」と表記

（単位：百万円・税込み） 7 　 キャッシュ・フロー計算書
主な増減要因

（単位：百万円）

主な増減要因

給与費等の増による減
建設改良費の減
一時借入による増

8 一時借入金の状況

5 一般会計繰入金の状況 （単位：百万円）

主な増減要因
(1) 医業収益は、人間ドック等収入の増加により保健衛生行政事務に係る繰入金も減少となっている。 預金不足による運転資金として
(2) 医業外収益は、年金拠出金に係る負担金や応援医師派遣等医師確保に係る経費の増加により、繰入金も

増加している。 9 医業収益に対する主要3費用の割合

（単位：百万円）

主な増減要因

基準内・基準外の割合
市立病院：基準内71.1%・基準外28.9%
牡鹿病院：基準内60.5%・基準外39.5%
２病院計：基準内68.2%・基準外31.8%
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病院別決算概要

（単位：百万円・税抜き）

主な増減要因、考察

(1) 医業収益は、入院収益が増加し前年度対比で3,400万円増加、新病院開院以来最大の収益となった前 「石巻市公立病院経営強化プラン」の進捗
年度を超え、高い水準を維持した。一方、医業費用は長期化する諸物価高騰に加え人事院勧告による
給与改定もあり8,300万円増加し医業収支は悪化した。引き続き、社会的要因に対する国、県等への (1) 石巻市立病院では、入院において「病床利用率」と「1日平均患者数」は各目標を概ね達成したが、
財政支援を求めながら、併せて、経営改善への取組みを推進していく。 「患者1人1日当たり診療収入」は目標を下回った。

(2) 医業外収益の増加要因は、「医療機関等における賃上げ・物価上昇に対する支援事業費補助金」 (2) 外来では、「1日平均患者数」は目標を達成したものの、「患者1人1日当たり診療収入」は目標を
（5,010万円）が皆増したほか、医師確保対策に要する経費等他会計補助金の増加が主な要因である。 下回った。

(3) 牡鹿病院では、入院における「患者1人1日当たり診療収入」は目標を達成したものの、「病床利用
率」と「1日平均患者数」は目標を下回った。

(1) 地域が人口減少するなかにあって、入院患者、外来患者ともに減少し、特に入院患者については前年 (4) 外来では、「1日平均患者数」、「患者1人1日当たり診療収入」ともに目標を下回った。
度対比で約6割の大幅な減少となった。医業収益も前年度対比で2,300万円の減少となり、医業収支は

悪化している。

(2) 患者数、収益は減少傾向にあり、地域のニーズを踏まえた運営形態、病院機能の見直しが求められた

ことから、令和8年4月1日から病床を10床減らし15床とし、診療所化を図った「石巻市立病院附属牡鹿

医療センター」として運営している。

診療科別外来患者数の推移

※内科は、「内科」「循環器内科」「消化器内科」「緩和ケア内科」の合算値
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